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複数ディスクの VM プロビジョニングについて
Cisco UCS Directorでは、テンプレートからの複数ディスクの仮想マシン（VM）プロビジョニン
グがサポートされています。選択した 1つまたは複数のデータストアで VMディスクプロビジョ
ニングを設定できます。また、テンプレートでの追加ディスクごとに個別のディスクポリシーを

設定できます。

Cisco UCS Directorでは、ディスクは次のカテゴリに分類されています。

•システム

•データ

•データベース

•切替

•ログ
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CiscoUCSDirectorで定義されているディスクのカテゴリは、ディスクのラベリング専用です。（注）

複数ディスクの VM プロビジョニングの手順の概要

ステップ 1 複数のディスクを使用している 1つのテンプレートの可用性を検証します。

ステップ 2 ディスクのカテゴリを割り当てます。

ステップ 3 ストレージポリシーを定義します。

ステップ 4 テンプレートカタログを作成します。

複数ディスクを含むテンプレートについて
複数ディスクの仮想マシン（VM）をプロビジョニングするには、複数のディスクを含むテンプ
レート（イメージ）が使用可能である必要があります。VMのプロビジョニングに複数のディス
クを含むテンプレートを使用する前に、個々のディスクに対するディスクカテゴリを割り当てる

必要があります。

ディスクカテゴリの割り当て

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 VMwareクラウドを選択し、[イメージ（Images）]タブを選択します。

ステップ 3 複数ディスクを含むテンプレートを選択します。

ステップ 4 ツールバーで、[詳細の表示（View Details）]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ディスク（Disks）]タブをクリックします。

ステップ 6 ディスクを選択します。

ステップ 7 [ディスクタイプの割り当て（Assign Disk Type）]をクリックします。

ステップ 8 ディスクタイプを選択します。

次のいずれかを設定できます。

•システム

•データ

    Cisco UCS Director リリース 6.0 アドミニストレーションガイド
2

複数ディスクの VM プロビジョニング
複数ディスクの VM プロビジョニングの手順の概要



•データベース

•切替

•ログ

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

ストレージポリシーの定義
ストレージポリシーは、データストアの範囲、使用するストレージの種類、容量、遅延の最小条

件といったリソースを定義します。このポリシーを使用すると、複数のディスクに対して追加の

ディスクポリシーを設定することや、サービスリクエストの作成中にエンドユーザがデータス

トアを選択できるようにすることもできます。

Cisco UCS Directorは、複数データストア上の複数ディスクでのVMのプロビジョニングをサポー
トしています。システム、データ、データベース、切替、およびログの 5つのディスクタイプが
あります。システムディスクポリシーは最初に設定され、他のディスクは必要に応じて後で設定

されます。ディスクタイプ別にディスクポリシーを設定することも、デフォルトのシステムディ

スクポリシーを選択することも可能です。

追加のディスクのポリシーを使用する場合は、複数ディスクテンプレートに対してカタログを作

成する際に、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします（Provision all disks
in a single datastore）] オプションを必ずオフにしてください。カタログの作成方法の詳細につい
ては、カタログの追加, （10ページ）を参照してください。

また、Cisco UCS Directorは、VMプロビジョニングに対するサービスリクエストの作成中のデー
タストアの選択をサポートしています。この機能は、エンドユーザのデータストアの選択を有効

または無効にするオプションを提供します。サービスリクエストの作成時に VDCを指定した際
に、ストレージポリシーで定義されている範囲条件により、どの選択されたデータストアを表示

するかを判別します。

ストレージポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [仮想/ハイパーバイザポリシー（Virtual/Hypervisor Policies）] >
[ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー（VMware Storage Policy）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add Storage Resource Allocation Policy）]の [システムディ
スクポリシー（System Disk Policy）]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

リソース割り当てが発生するクラウドを選択しま

す。

[ポリシー名（Policy Name）]フィールド

ポリシーの説明。

導入のスコープを限定する場合は、すべてのデータ

ストア、選択したデータストアのみ、もしくは、選

択した以外のデータストアを導入するのかを選択し

ます。

[ポリシーの説明（Policy Description）]フィールド

このリソース割り当てを行うためのクラウドアカ

ウントを選択します。

SRMのアカウントを選択した場合、[保護の有効化
（Enable Protection）]チェックボックスが表示され
ます。Site Recovery Manager用の保護グループを有
効にする方法の詳細については、『 Cisco UCS
Director VMware Management Guide [英語]』を参照
してください。

[クラウド名（Cloud Name）]ドロップダウンリス
ト

システムディスクスコープ

リンクの複製を使用するには、チェックボックス

をオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合、構成

はフル複製を使用します。

[リンク済み複製の使用（UseLinkedClone）]チェッ
クボックス

関連付けられたストレージプロファイルの 1つ以
上のVMをプロビジョニングするには、ストレージ
プロファイルを選択します。

[ストレージプロファイル（StorageProfile）]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

導入のスコープを定義するには、次のいずれかのオ

プションを選択します。

•すべて（All）

•選択したデータストアを含む

•選択したデータストアを除外

•選択したデータストアクラスタを含む

•選択したデータストアクラスタを除外

どのオプションを選択するかによって、追加の

フィールドが表示される場合があります。

選択したオプションにより、VMディス
クの作成時にすべてのデータストアまた

はデータストアクラスタのどちらを使用

できるかが決まります。

（注）

[データストア/データストアクラスタ範囲（Data
Stores/Data Store Clusters Scope）]ドロップダウンリ
スト

[選択済みのデータストアを含める（IncludeSelected
Datastore）]または [選択済みのデータストアを除外
する（ExcludeSelectedDatastore）]を選択する場合、
[選択（Select）]をクリックし、適切なデータスト
アを選択します。

[選択済みのデータストア（Selected Data Stores）]
フィールド

共有データストアのみを使用するには、このチェッ

クボックスをクリックします。

このオプションは、選択したデータストアを含むか

除外するかを選択した場合のみ使用可能です。

[共有データストアのみの使用（UseSharedDataStore
Only）]チェックボックス

[選択済みのデータストアクラスタを含める（Include
SelectedDatastore Clusters）]または [選択済みのデー
タストアクラスタを除外する（Exclude Selected
Datastore Clusters）]を選択する場合、[選択
（Select）]をクリックし、適切なデータストアク
ラスタを選択します。

[選択済みデータストアクラスタ（SelectedDatastore
Clusters）]フィールド
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説明名前

選択したデータストアを含むか除外するかを選択し

た場合、次のいずれかの SDRSルールタイプを選
択します。

• [VMDKを同時に管理する（Keep VMDKs
Together）]：フィルタリングされたクラスタで
既存のルールを選択する必要があります。新

しくプロビジョニングされた VMは VMのア
ンチアフィニティルールに追加されます。

• [VMDKを分ける（Separate VMDKs）]：新し
くプロビジョニングされた VMに複数のディ
スクが含まれている場合、新しい VMアフィ
ニティルールはデータストアクラスタで作成

されます。

[SDRSルールタイプの選択（SDRS Rule Type）]ド
ロップダウンリスト

[VMDKを同時に管理する（KeepVMDKsTogether）]
を選択した場合、ルールを適応したいVMを選択す
る必要があります。

[SDRSルールの選択（Select SDRSRule）]フィール
ド

ストレージオプション

デフォルトでは、このフィールドはオンです。ロー

カルストレージを使用しない場合は、このチェッ

クボックスをオフにします。

[ローカルストレージの使用（Use Local Storage）]
チェックボックス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。NFS
ストレージを使用しない場合は、チェックボック

スをオフにします。

[NFSの使用（Use NFS）]チェックボックス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。VMFS
ストレージを使用しない場合は、チェックボック

スをオフにします。

[VMFSの使用（Use VMFS）]チェックボックス

デフォルトでは、このフィールドはオンです。SAN
ストレージを使用しない場合は、チェックボック

スをオフにします。

[SANの使用（Use SAN）]チェックボックス
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説明名前

1つ以上の条件をデータストアフィルタに追加した
い場合、次の各要求条件を実行します。

•該当するチェックボックスをクリックします。

•ドロップダウンリストから必要なオプション
を選択します。

•どのデータストアフィルタを実行する条件を
入力します。

これらの条件を満たしていないデータストアは検討

から除外されます。複数の条件を選択する場合、す

べての条件が一致する必要があります。

[フィルタ条件（FilterConditions）]チェックボック
ス

テンプレートのプロパティをオーバーライドするに

は、このチェックボックスをオンにします。シン

プロビジョニングの使用やカスタムディスクサイ

ズの設定など、カスタム設定を入力するオプション

が提供されます。

[テンプレートのオーバーライド（Override
Template）]チェックボックス

VMストレージのプロビジョニングの際にシンプロ
ビジョニングを使用するには、このチェックボッ

クスをオンにします。

シンプロビジョニングは、物理ストレージ容量の

動的割り当てをイネーブルにし、VMストレージの
使用率が向上します。

このオプションは、[テンプレートのオーバーライ
ド（OverrideTemplate）]を選択した場合にのみ表示
されます。

[シンプロビジョニングの使用（Use Thin
Provisioning）]チェックボックス

カスタムディスクサイズは、VMのプロビジョニ
ングに使用されるテンプレートのディスクサイズ

をオーバーライドします。

このオプションは、[テンプレートのオーバーライ
ド（OverrideTemplate）]を選択した場合にのみ表示
されます。

[手動ディスクサイズ（Manual Disk Size）]

VMライフサイクルのサイズ変更オプション

プロビジョニングする前に、VMのディスクサイズ
を選択するオプションをエンドユーザに表示する

場合はチェックボックスをオンにします。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing of
Disk）]チェックボックス

Cisco UCS Director リリース 6.0 アドミニストレーションガイド
7

複数ディスクの VM プロビジョニング
ストレージポリシーの作成



説明名前

VMのプロビジョニング中に選択したディスクサイ
ズ値のカスタム範囲を指定します。たとえば、1、
5、10、50、100、500、1024、5120、10240などで
す。

このオプションは、[ディスクサイズの変更許可
（AllowResizing ofDisk）]を選択した場合にのみ表
示されます。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values for
Disk in GB）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、エンドユー

ザはサービスリクエストの作成中にデータストア

を選択できるようになります。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに許
可します（Allow user to select datastores from scope）]
チェックボックス

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [追加ディスクポリシー（Additional Disk Policies）]ペインで、次のいずれかを実行します。

•システムディスクポリシーにおいてディスクタイプに同じディスクポリシーを設定したくない場
合、設定したいディスクタイプを選択します。

•すべてのディスクの種類にシステムディスクポリシーオプションを使用するには、[次へ（Next）]
をクリックします。

デフォルトでは、ディスクのディスクポリシーは、[ストレージリソース割り当てポリシーの追
加（Add Storage Resource Allocation Policy）]ペインで設定したシステムディスクポリシーと同
じです。

（注）

ステップ 7 特定のディスクタイプのカスタムシステムディスクポリシーを設定した場合は、次の操作を実行しま

す。

a) ディスクタイプを編集するには、[編集（Edit）]（鉛筆）をクリックします。
b) [ポリシー項目の編集（Edit Policies Entry）]ダイアログボックスで、[システムディスクポリシーと同
じ（Same as System Disk Policy）]チェックボックスをオフにします。

c) [エントリの編集（Edit Entry）] ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
ここに表示されるすべてのフィールドが [ストレージリソース割り当てポリシーの追加（Add Storage
Resource Allocation Policy）]ペインに表示されるフィールドと同じです。

この設定は、VMディスクの作成時にどのデータストアがディスクのタイプに使用できるか
を決定します。

（注）

d) [送信（Submit）]をクリックします。
e) 他のディスクタイプを設定するには、必要に応じてこれらの手順を繰り返します。

その他のディスクポリシーで作成されたストレージポリシーを使用するには、VMのプロビ
ジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付けます。

（注）
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ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ハードディスクポリシー（Hard Disk Policy）]ペインでは、VMのプロビジョニング時に作成する物理
ディスクの数を指定できます。

a) [+]をクリックして、ディスクを追加し、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

追加するディスクを説明するラベル。[ディスクラベル（Disk Label）]フィールド

ディスクのサイズ。[ディスクサイズ（GB）（DiskSize (GB)）]フィー
ルド

ディスクタイプを選択します。

このドロップダウンリストに表示されるオプショ

ンは、[システムポリシーと同様（Same as System
Policy）]チェックボックスを先の手順で選択した
かによって異なります。

[ディスクタイプ（Disk Type）]ドロップダウン
リスト

コントローラオプション

ドロップダウンリストから、コントローラタイ

プを選択します。

ポートの応答可能性に基づいて、コントローラ

は、VMディスクにマッピングされます。

[コントローラタイプ（Controller Type）]ドロッ
プダウンリスト

新しいコントローラを作成する場合に、このチェッ

クボックスをオンにします。

コントローラタイプは、[コントローラタイプ
（Controller Type）]ドロップダウンリストで作成
された選択肢に基づいています。

[新しいコントローラのディスクを作成（Create
Disk on new Controller）]チェックボックス

ディスクプロビジョニングオプション

指定したいプロビジョニングのラジオボタンを

チェックします。次のいずれかを指定できます。

• [シンプロビジョニング（Thin Provision）]

• [シックプロビジョニング（Lazy Zeroed）
（Thick Provision Lazy Zeroed）]

• [シックプロビジョニング（eager Zeroed）
（Thick Provision eager Zeroed）]

[ディスクプロビジョニングオプション（Disk
Provisioning Options）]ラジオボタン

VMライフサイクルのサイズ変更オプション
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、プロビ

ジョニングする前に、VMディスクサイズを選択
できるようになります。

[ディスクのサイズ変更を許可（Allow Resizing of
Disk）]チェックボックス

このオプションは、[ディスクのサイズ変更を許
可]がオンの場合に表示されます。

VMのプロビジョニング中に選択したディスクサ
イズ値のカスタム範囲を指定します。たとえば、

1、5、10、50、100、500、1024、5120、10240な
どです。

[ディスクの許容値(GB単位)（Permitted Values for
Disk in GB）]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは

サービスリクエストの作成中にデータストアを選

択できるようになります。

[スコープからのデータストアの選択をユーザに許
可します（Allow user to select datastore from scope）]
チェックボックス

ステップ 10 [送信（Submit）]をクリックします。
追加ディスクポリシーを使用して作成されるストレージポリシーを使用するには、VMのプロ
ビジョニングに使用される VDCとポリシーを関連付ける必要があります。

設定された追加ディスクポリシーをポリシーで使用する場合は、複数ディスクテンプレートの

カタログ作成中に、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします（Provision
all disks in a single database）]チェックボックスを必ずオフにしてください。カタログの作成方
法の詳細については、カタログの管理を参照してください。

（注）

カタログの作成

カタログの追加

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）][カタログ（Catalogs）] > の順に選択します。

ステップ 2 [カタログ（Catalog）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの追加（Catalog Add）]ダイアログボックスで、追加するカタログタイプを選択します。
次のいずれかを設定できます。
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• [標準（Standard）]：クラウドリストにあるイメージを使用して VMプロビジョニングのためのカタ
ログを作成する場合に使用します。

• [詳細（Advanced）]：カタログ項目などのオーケストレーションワークフローを公開する場合に使用
します。

• [サービスコンテナ（Service Container）]：カタログ項目としてアプリケーションコンテナを公開す
る場合に使用します。

• [ベアメタルカタログ（Bare Metal Catalog）]：ベアメタルサーバのプロビジョニングのためのカタ
ログを作成するために使用します。

UCSD管理者のみ：ベアメタルカタログを作成する方法については、ベアメタルサーバカタログ
の作成を参照してください。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 [カタログの作成（Create Catalog）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[基本情報（Basic Information）]ペイン

カタログの名前を入力します。

一度作成されたカタログ名は変更できま

せん。

（注）

[カタログ名（Catalog Name）]フィールド

カタログの説明を入力します。[カタログの説明（CatalogDescription）]フィールド

カタログのタイプ。次のいずれかを設定できます。

• [標準（Standard）]：クラウドリストにあるイ
メージを使用して VMプロビジョニングのた
めのカタログを作成する場合に使用します。

• [詳細（Advanced）]：カタログ項目などのオー
ケストレーションワークフローを公開する場

合に使用します。

• [サービスコンテナ（Service Container）]：カ
タログ項目としてアプリケーションコンテナ

を公開する場合に使用します。

• [ベアメタルカタログ（BareMetal Catalog）]：
ベアメタルサーバのプロビジョニングのため

のカタログを作成するために使用します。

[カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウン
リスト
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説明名前

このカタログに関連付けるイメージのアイコンをリ

ストから選択します。このアイコンは、このカタロ

グを使用してサービスリクエストを作成するとき

に表示されます。

[カタログアイコン（Catalog Icon）]ドロップダウン
リスト

すべてのグループがこのカタログを使用できるよう

にするには、このチェックボックスをオンにしま

す。他のグループの使用を拒否するには、この

チェックボックスをオフのままにします。

[すべてのグループに適用（Applied to all groups）]
チェックボックス

サポート担当者の電子メールアドレスを指定しま

す。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

[選択した項目（Select Items）]ダイアログボックス
に含まれているグループのチェックボックスをオ

ンにします。オンにしたグループは、新しいVMを
プロビジョニングするときにこのカタログを使用し

ます。

[選択されたグループ（Selected Groups）]チェック
ボックスリスト

デフォルトでは、このチェックボックスはオンに

なっています。このカタログがエンドユーザに表

示されないようにするには、このチェックボック

スをオフにします。このチェックボックスをオフ

にしない場合、このカタログはシステムのエンド

ユーザに表示されます。

[エンドユーザへ公開（Publish to end users）]チェッ
クボックス

VMプロビジョニング用のイメージがあるクラウド
を選択します。

[クラウド名（Cloud Name）]ドロップダウンリス
ト

選択されたイメージから新しい VMを複製するに
は、このチェックボックスをオンにします。この

チェックボックスをオンにしない場合、空の VM
が作成されます。

[ISOマウント用の新しい VMのプロビジョニング
（Provision new VM for ISO mounting）]チェック
ボックス
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説明名前

このカタログを使用してVMをプロビジョニングす
るときに使用するイメージのタイプ（イメージを構

成するWindowsファイル、Linuxファイル、および
そのほかのファイルなどの既存のテンプレート）を

選択します。

グループ管理者である場合や、カタログを作成する

権限のあるグループのエンドユーザである場合は、

属しているグループに割り当てられたイメージがこ

のフィールドに表示されます。

自身がMSP管理者である場合は、属しているMSP
組織のイメージと、MSP組織内のグループに割り
当てられたイメージがこのフィールドに表示されま

す。

[イメージ（Image）]フィールド

Windowsライセンスを選択します。

このオプションは、Windowsイメージが
選択されて場合にのみ表示されます。こ

のオプションは、RHEVKVMコネクタで
はサポートされません。

（注）

[Windowsライセンスプール（WindowsLicensePool）]
フィールド

単一データストアのすべてのディスクをプロビジョ

ニングするには、このチェックボックスをオンに

します。ストレージポリシーで各ディスクに対し

て設定されているデータストアを使用することも選

択できます。

複数ディスクストレージポリシーの作成の詳細に

ついては、ポリシーの管理を参照してください。

このオプションは、選択されたテンプレー

トに複数のディスクがある場合に表示さ

れます。このオプションは、RHEVKVM
コネクタではサポートされません。

（注）

[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョ
ニング（Provision all disks in single datastore）]チェッ
クボックス

リストからテンプレートを選択します。

このオプションは、カタログタイプが

サービスコンテナである場合に表示され

ます。

（注）

[サービスコンテナテンプレート名（Service
Container Template Name）]ドロップダウンリスト
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説明名前

このカタログの作成先となるフォルダを選択しま

す。

ドロップダウンリストには、デフォルト

で使用可能なフォルダの名前が含まれま

す。利用可能なフォルダを選択するか、+
アイコンをクリックして新しいフォルダ

を作成します。

新しいフォルダを作成するためには、[新
しいフォルダの追加（Add New Folder）]
ダイアログボックスで、フォルダ名を指

定し、そのフォルダのアイコンを選択し

ます。

（注）

[フォルダの選択（Select Folder）]ドロップダウン
リスト

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [アプリケーションの詳細（Applications Details）]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VDCカテゴリを選択します。[カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト

サービスリクエストを使用した VMのプロビジョ
ニング時に、選択したカテゴリをエンドユーザが

オーバーライドできるようにするには、このチェッ

クボックスをオンにします。

[オーバーライド（Override）]チェックボックス

このカタログ項目を使用してサービスリクエスト

が作成されたときに通知が送信される問い合わせ先

の電子メールアドレス。

[サポートの問い合わせ先の電子メールアドレス
（Support Contact Email Address）]フィールド

VMのプロビジョニング時に、VMにインストール
される OSのタイプを選択します。

このオプションは、RHEVKVMコネクタ
ではサポートされません。

（注）

[OSの指定（Specify OS）]ドロップダウンリスト

[OSの指定（Specify OS）]リストにない OSを指定
します。

このオプションは、RHEVKVMコネクタ
ではサポートされません。

（注）

[他のOSの指定（Specify Other OS）]フィールド
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説明名前

[項目の選択（Select Items）]ダイアログボックスで
アプリケーションを指定するための適切なチェック

ボックスをオンにします。これらのアプリケーショ

ンはプロビジョニング中にVMにインストールされ
ます。

このオプションは、RHEVKVMコネクタ
ではサポートされません。

（注）

[アプリケーションの指定（Specify Applications）]
チェックボックスリスト

[項目の選択（Select Items）]ダイアログボックスに
ないその他のアプリケーションを指定します。

このオプションは、RHEVKVMコネクタ
ではサポートされません。

（注）

[他のアプリケーションの指定（Specify Other
Applications）]フィールド

VM名に使用するアプリケーションコードを指定し
ます。

アプリケーションコードは 1～ 4文字です（例：
W2K3、DB、WS）。VM名のシステムポリシーで
アプリケーションコードを使用するには、変数

${APPCODE}を使用します。

たとえば VM名のテンプレートが
vm-${GROUP_NAME}-${APPCODE}の場合、シス
テムポリシーを使用してプロビジョニングされた

VMの名前は vm-groupname-W2K3になります。

このオプションは、RHEVKVMコネクタ
ではサポートされません。

（注）

[アプリケーションコード（Application Code）]
フィールド

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ユーザクレデンシャル（User Credentials）]ペインで、次のフィールドに値を入力します。
このオプションは、RHEV KVMコネクタではサポートされませ
ん。

（注）

説明名前

ユーザに対し、VMアクセスクレデンシャル（共
有）の取得を許可するか、または禁止するかを選択

します。

[クレデンシャルオプション（Credential Options）]
ドロップダウンリスト

ユーザ ID。

このフィールドは、[クレデンシャルオプ
ション（Credential Options）]で選択され
ているときだけ使用できます。

（注）

[ユーザ ID（User ID）]フィールド
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説明名前

ユーザのパスワード。

このフィールドは、[クレデンシャルオプ
ション（Credential Options）]で選択され
ているときだけ使用できます。

（注）

[パスワード（Password）]フィールド

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [カスタマイズ（Customization）]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

自動ゲストカスタマイズを有効にするには、チェッ

クボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにしない場合、Cisco
UCSDirectorではDNS、ネットワーク、およびゲス
ト OSプロパティが設定されません。

[自動ゲストカスタマイズの有効化（AutomaticGuest
Customization Enable）]チェックボックス

VMのプロビジョニング後にオーケストレーション
ワークフローを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

[プロビジョニング後のカスタムアクション（Post
Provisioning Custom Actions）]チェックボックス

プロビジョニング用に定義されたワークフローを選

択します。

このオプションは、[プロビジョニング後
のカスタムアクション（Post Provisioning
Custom Actions）]がオンの場合に表示さ
れます。

（注）

[ワークフロー（Workflow）]ドロップダウンリス
ト

仮想ストレージカタログからストレージエンティ

ティを選択するには、チェックボックスをオンに

します。

[仮想ストレージカタログの有効化（Virtual Storage
Catalog Enable）]チェックボックス

カタログからストレージエントリを選択します。

このオプションは、[仮想ストレージカタ
ログの有効化（Virtual Storage Catalog
Enable）]チェックボックスをオンにする
と表示されます。

（注）

[仮想ストレージカタログ（Virtual StorageCatalog）]
ドロップダウンリスト

コスト計算

[毎時（Hourly）]または [毎月（Monthly）]を選択
します。

[請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

テンプレートに含まれているアプリケーションコ

スト。

RHEVKVMコネクタではサポートされて
いません。

（注）

[アクティブなVMアプリケーションコスト（Active
VM Application Cost）]フィールド

時間あたりまたは月あたりに、非アクティブなVM
のカタログにかかるコスト。

RHEVKVMコネクタではサポートされて
いません。

（注）

[非アクティブな VMアプリケーションコスト
（Inactive VM Application Cost）]フィールド

VMライフサイクル設定

リース時間（日、時間）を定義するには、チェック

ボックスをオンにします。

[リース時間（Lease Time）]チェックボックス

日数を指定します。

このフィールドは、[リースタイム（Lease Time）]
チェックボックスをオンにした場合のみ表示され

ます。

[日（Day）]フィールド

時間数を指定します。

このフィールドは、[リースタイム（Lease Time）]
チェックボックスをオンにした場合のみ表示され

ます。

[時間（Hours）]フィールド

サービスエンドユーザによる VMのリース時間の
設定を防止するには、チェックボックスをオンに

します。

[エンドユーザのリース設定を非表示（Hide end user
lease configuration）]チェックボックス

サービスエンドユーザによる VMのプロビジョニ
ング以降の設定を防止するには、チェックボック

スをオンにします。

[VMのプロビジョニング後のエンドユーザを非表
示（Hide end user VMprovision later）]チェックボッ
クス

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [VMアクセス（VM Access）]ペインで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Webアクセス設定
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説明名前

VMへのWebアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。デフォルトで

は、このチェックボックスはオフになっており、

Webからの VMへのアクセスは無効になっていま
す。

[有効（Enable）]チェックボックス

VMの URL。

このオプションは、[Webアクセス設定
（Web Access Configuration）]がオンの場
合に表示されます。

（注）

[URL]フィールド

この URLに定義されたラベル

このオプションは、[Webアクセス設定
（Web Access Configuration）]がオンの場
合に表示されます。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

リモートデスクトップのアクセス設定

VMへのリモートアクセスを有効にするには、この
チェックボックスをオンにします。デフォルトで

は、このチェックボックスはオフになっており、

リモートデスクトップからの VMへのアクセスは
無効になっています。

[有効（Enable）]チェックボックス

サーバのリモートアクセス用 IPアドレス。

このオプションは、[リモートデスクトッ
プのアクセス設定（RemoteDesktopAccess
Configuration）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[サーバ（Server）]フィールド

サーバのリモートアクセス用ポート番号。

このオプションは、[リモートデスクトッ
プのアクセス設定（RemoteDesktopAccess
Configuration）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[ポート（Port）]フィールド

このリモートアクセス用に定義されたラベル

このオプションは、[リモートデスクトッ
プのアクセス設定（RemoteDesktopAccess
Configuration）]がオンの場合に表示され
ます。

（注）

[ラベル（Label）]フィールド

VMRCコンソールの設定
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説明名前

VMRCコンソールが VMにアクセスできるように
するには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフに

なっており、VMRCコンソールからの VMへのア
クセスは無効になっています。

[有効（Enable）]チェックボックス

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [サマリー（Summary）]ページのカタログ情報を確認します。

ステップ 17 [送信（Submit）]をクリックします。

VM ディスクの作成
プロビジョニングされるか、検出された VMのカスタムサイズの追加ディスクを追加できます。
[VM]アクションボタンから使用可能な [VMディスクの作成（Create VM disk）] オプションを使
用します。

ステップ 1 メニューバーで、[仮想（Virtual）] > [コンピューティング（Compute）]の順に選択します。

ステップ 2 ナビゲーションのペインで、クラウドの名前を選択します。

ステップ 3 [VM]タブを選択します。

ステップ 4 VMを選択します。

ステップ 5 ツールバーの右側にある矢印ボタンをクリックし、[VMディスクの作成（Create VM Disk）]ドロップダ
ウンリストを選択します。

ステップ 6 [VMディスクの作成（Create VM Disk）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMの名前。

一度入力すると、VMの名前は編集できません。

[VM名（VM Name）]フィールド

VMのディスクサイズ（GB単位）。[新しいディスクサイズ(GB)（NewDisk Size (GB)）]
フィールド
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説明名前

ディスクタイプを選択します。次のいずれかを設

定できます。

•システム

•切替

•データ

•データベース

•ログ

[ディスクタイプの選択（Select Disk Type）]ドロッ
プダウンリスト

VMのディスクがデータストアまたはデータストア
クラスタから作成されている場合に指定します。

[データストア/データストアクラスタの選択（Select
Datastore/Datastore Cluster）]ドロップダウンリスト

[選択（Select）]をクリックして、VMディスクの
作成に使用するデータストアを選択します。

使用可能なデータストアはVDCに関連付
けられたストレージポリシーによって異

なります。ストレージポリシーで指定さ

れた条件に合ったデータストアのみ VM
ディスクに使用できます。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータストア
から作成するように指定している場合にのみ使用で

きます。

[データストアの選択（Select Datastore）]フィール
ド

[選択（Select）]をクリックして、VMディスクの
作成に使用するデータストアクラスタを選択しま

す。

使用可能なデータストアクラスタはVDC
に関連付けられたストレージポリシーに

よって異なります。ストレージポリシー

で指定された条件に合ったデータストア

クラスタのみ VMディスクに使用できま
す。

（注）

このフィールドは、VMのディスクをデータストア
クラスタから作成するように指定している場合にの

み使用できます。

[データストアクラスタの選択（Select Datastore
Cluster）]フィールド
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説明名前

VMにシンプロビジョニングされたディスクを追加
する場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。

シンプロビジョニングは、物理ストレー

ジ容量の動的割り当てをイネーブルにし、

VMストレージの使用率が向上します。

（注）

[Thinプロビジョニング（Thin Provision）]チェック
ボックス

このオプションは、ダイアログボックスで指定お

よび表示した情報に基づいて新しいディスクコスト

を計算します。

[新規ディスクコストの計算（Compute New Disk
Cost）]フィールド

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
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